


一日一石運動の様子

　

林
野
庁
で
は
、
国
民
の
意
見
、
要
望
等
を
聴
取
し
、

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
て
お
り
、
四

国
森
林
管
理
局
で
は
、
令
和
４
～
５
年
度
の
２
年
間

を
任
期
と
す
る
モ
ニ
タ
ー
を
、
27
名
に
依
頼
し
て
い

ま
す
。

　

６
月
23
日
、
森
林
・
林
業
全
般
、
四
国
森
林
管
理

局
の
取
組
、
市
民
参
加
に
よ
る
登
山
道
を
整
備
す
る

活
動
、
森
林
環
境
教
育
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
香
川
森
林
管
理
事
務
所
管
内
に
お

い
て
現
地
説
明
会
を
開
催
し
、
四
国
各
地
か
ら
12
名

の
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
日
本
の
森
林
・
林
業
を
め
ぐ
る
現

状
や
課
題
な
ど
森
林
・
林
業
全
般
、
四
国
森
林
管

理
局
の
取
組
、
香
川
森
林
管
理
事
務
所
の
管
内
概

要
等
に
つ
い
て
、
島
内
厚
実
業
務
管
理
官
及
び
志

賀
照
幸
香
川
森
林
管
理
事
務
所
長
か
ら
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

説明を行う島内業務管理官（右）と志賀所長（左）

　

参
加
者
か
ら
は
、「
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
大

切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
」、｢

丁
寧
な
説
明
で
、
森
林
・

林
業
の
現
状
や
、
四
国
森
林
管
理
局
の
取
組
を
よ
く

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た｣

等
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
登
山
口
に
用
意
し
た
修
繕
用
の
石

と
土
を
登
山
者
が
持
ち
運
ん
で
登
山
道
を
整
備
す

る｢

一
日
一
石
運
動｣

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、

実
際
に
登
山
道
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。



保安林の説明を行っている様子

　

ま
た
、
道
中
で
は
、
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
の

目
印
と
し
て
設
置
し
て
い
る
境
界
標
や
、
指
定
さ
れ

て
い
る
保
安
林
※
の
種
類
を
示
す
保
安
林
標
識
、
図

面
の
見
方
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、｢

自
然
に
触
れ
る
良
い
体
験
に

な
っ
た
。
子
供
達
と
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
実
施
し

て
み
ま
す｣
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
地
説
明
会
全
体
を
と
お
し
て
、
活
発
に
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
る
な
ど
と
て
も
有
意
義
な
会
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見

等
を
参
考
と
し
つ
つ
、
国
有
林
の
適
切
な
管
理
経
営

を
行
い
、
多
く
の
国
民
の
皆
様
に
、
国
有
林
野
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

※
保
安
林
：
山
地
災
害
の
防
止
、
水
源
の
涵
養
、

生
物
多
様
性
の
保
全
等
の
公
益
的
機
能
を
有
し
て
お

り
、
公
益
的
機
能
の
発
揮
が
特
に
要
請
さ
れ
る
森
林

に
つ
い
て
、
立
木
の
伐
採
や
土
地
の
形
質
変
更
等
を

制
限
し
て
い
る
も
の
。
今
回
説
明
を
行
っ
た
飯
野
山

国
有
林
は
、
保
健
保
安
林
、
風
致
保
安
林
、
航
行
目

標
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ネイチャーゲーム体験中の様子

集合写真（飯野山登山口）

　

参
加
者
か
ら
は
、｢

一
日
一
石
運
動
は
、
登
山
を

し
な
が
ら
小
さ
な
社
会
貢
献
に
繋
が
る
良
い
取
組
だ

と
思
っ
た｣

、｢

境
界
標
や
、
保
安
林
の
意
義
に
つ
い

て
初
め
て
知
っ
た
が
、
よ
く
理
解
で
き
た｣

等
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
然
の
中
に
目
立
た
な
い
よ
う
に
置
か

れ
た
人
工
物
を
注
意
深
く
探
し
、
生
き
物
の
擬
態
や
、

保
護
色
、
自
然
等
に
つ
い
て
理
解
・
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
森
林
環
境
教
育
等
で
実

施
し
て
い
る
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
（
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
）
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



4

グリーン四国№ 1228グリーン四国№ 1228

工
石
山
自
然
休
養
林

　
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

　
　
ス
タ
ッ
フ
活
動
開
始

〈
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

　

嶺
北
森
林
管
理
署
で
は
、「
日
本
美
し
の

森　

お
薦
め
国
有
林
」
に
選
定
さ
れ
て
い

る
工
石
山
自
然
休
養
林
に
お
い
て
森
林
保

護
員
（
通
称
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
）
に
よ
る
巡
視
等
を
本
年
度
も
開
始
し

ま
し
た
。

　

工
石
山
自
然
休
養
林
は
、
高
知
市
と
土
佐

郡
土
佐
町
に
ま
た
が
り
、
土
佐
湾
に
そ
そ

ぐ
鏡
川
と
、
紀
伊
水
道
に
そ
そ
ぐ
吉
野
川

の
支
流
地
蔵
寺
川
と
の
流
れ
を
へ
だ
て
る

分
水
嶺
に
位
置
し
、
樹
齢
２
０
０
年
に
及
ぶ

モ
ミ
、
ツ
ガ
、
ブ
ナ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
等
の
天

然
林
と
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
か
ら
な
っ

て
お
り
、
登
山
道
が
整
備
さ
れ
緩
や
か
で
、

登
山
口
が
高
知
市
中
心
部
か
ら
車
で
１
時

間
弱
と
近
距
離
に
あ
る
た
め
、「
県
民
の
森
」、

高
知
市
の
「
市
民
の
森
」
と
し
て
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
自
然
に
触
れ
合

え
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
多
く

の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
中
旬
に
は
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
や
ミ

ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
５
月
中
旬
に
は
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
な
ど
四
季
折
々
の
植
物
が
楽
し
め
、
夏

は
森
林
浴
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
石
鎚
山
系
、

剣
山
山
系
の
山
々
を
眺
望
で
き
、
四
季
を

通
じ
て
豊
か
な
自
然
を
満
喫
出
来
ま
す
。

　

ま
た
、
工
石
山
に
は
、
変
わ
っ
た
形
の

岩
が
多
く
妙
体
岩
・
ヒ
ノ
キ
屏
風
岩
・
白

鷲
岩
や
過
去
の
台
風
に
よ
る
根
曲
が
り

杉
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
し
て
い
る

サ
イ
の
河
原
な
ど
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

当
署
で
は
５
月
か
ら
11
月
末
ま
で
の
間
、

安
全
に
登
山
が
出
来
る
よ
う
に
２
名
の
森

林
保
護
員
が
登
山
道
の
修
繕
整
備
や
登
山

者
へ
利
用
マ
ナ
ー
向
上
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
の
点
検
と
清
掃
、
林
内
に
設
置
し
た
案
内

看
板
の
点
検
や
植
生
し
て
い
る
樹
木
の
樹
名

板
の
手
入
れ
等
を
行
い
登
山
者
の
安
全
と
利

便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
森
林
保
護
員
と

き
め
細
か
な
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

整備後看板

山頂展望台より

屏風岩と青空

登山道修繕

サンショウウオ



林政協議会の様子

高知県林業振興・環境部副部長の挨拶の様子
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こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
て
登
山
者
か

ら
も
大
変
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
よ
り
多
く
の
登
山
者

に
安
全
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

「
令
和
４
年
度
高
知
県
・
四

国
森
林
管
理
局
林
政
協
議

会
」
の
開
催

〈
局
企
画
調
整
課
〉

　

６
月
20
日
、「
令
和
４
年
度
高
知
県
・
四

国
森
林
管
理
局
林
政
協
議
会
」
を
四
国
森

林
管
理
局
で
開
催
し
、
高
知
県
９
名
、
四

国
森
林
管
理
局
、
四
万
十
・
嶺
北
・
高
知

中
部
・
安
芸
森
林
管
理
署
か
ら
21
名
の
計

30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

林
政
協
議
会
は
、
四
国
の
森
林
を
保
全
、

継
承
し
て
い
く
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
森
林
・
林
業
を
巡
る
諸
課
題
や
事
業
の

概
要
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、
四

国
４
県
及
び
四
国
森
林
管
理
局（
各
署（
所
））

双
方
が
共
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
へ
の
対

応
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎

年
各
県
に
お
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

始
め
に
、
高
知
県
林
業
振
興
・
環
境
部

副
部
長
か
ら
、「
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

に
つ
い
て
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、

市
町
村
の
林
務
担
当
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
市
町
村
へ
の
応
援
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
県
と
し
て
も
各
林
業
事
務
所
に

支
援
チ
ー
ム
を
作
る
な
ど
、
市
町
村
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
強
化
に
向
け
て
力
を
入
れ

て
い
く
の
で
、
四
国
森
林
管
理
局
に
も
技

術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
県
と
一
緒
に

な
っ
て
市
町
村
の
応
援
に
引
き
続
き
力
を

お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
」
等
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
知
県
、
四
国
森
林
管
理
局

担
当
者
か
ら
、
現
在
の
森
林
・
林
業
の
情

勢
や
今
年
度
の
主
な
取
組
等
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
再
造
林

技
術
開
発
の
二
課
題
を
審
議

　
～
令
和
４
年
度
第
１
回
技
術

開
発
委
員
会
を
開
催
～

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

令
和
４
年
度
第
１
回
技
術
開
発
委
員
会

を
６
月
７
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
四
国
森
林
管
理
局
技
術

開
発
委
員
会
運
営
要
綱
に
基
づ
き
、
技
術

開
発
の
目
標
及
び
計
画
、
開
発
方
法
等
に

つ
い
て
評
価
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
、
森
林
生
態
学
、
林
木
育
種
、
遺
伝
資
源
、

森
林
管
理
経
営
等
の
専
門
家
の
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
伐
の
拡
大
に
伴
い
再
造
林
地
が
増
加

す
る
中
で
、
シ
カ
被
害
と
併
せ
て
ノ
ウ
サ

ギ
に
よ
る
苗
木
の
食
害
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
森
林
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
効
果
的
な
食
害
防
止
対
策
と
し
て
、

次
の
二
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

〇
課
題
一

　

平
成
29
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の

開
発
期
間
に
「
再
造
林
地
で
の
ノ
ウ
サ
ギ

食
害
対
策
」
と
し
て
、
ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る

被
害
等
の
情
報
収
集
や
、
わ
な
に
よ
る
効

果
的
な
捕
獲
方
法
等
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

に
係
る
特
定
母
樹
（
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
）

の
生
産
量
や
獣
害
対
策
、
担
い
手
対
策
、

四
国
局
が
実
施
す
る
「
点
状
複
層
林
に
お

け
る
施
業
方
法
に
係
る
現
地
検
討
会
」
や

冬
下
刈
り
、
大
苗
の
植
栽
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、
地
域
の
森
林
・
林
業
が

抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
今
後
も
連
携
し

て
、
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
今
後
は
、
秋
頃
に
、
四
国
４
県

の
林
務
担
当
者
と
林
野
庁
、
四
国
森
林
管

理
局
に
よ
る
「
令
和
４
年
度
四
国
林
政
連

絡
協
議
会
」
を
徳
島
県
に
お
い
て
開
催
す

る
予
定
で
あ
り
、
各
県
の
林
政
協
議
会
で

出
さ
れ
た
意
見
や
要
望
も
踏
ま
え
、
今
後

の
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く

意
見
交
換
と
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
考

え
で
す
。
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シカとノウサギ兼用の防護柵の試験 ノウサギ用箱わなの試験

　

〇
課
題
二

　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

開
発
期
間
に
「
ノ
ウ
サ
ギ
食
害
防
護
柵
の

防
護
効
果
検
証
試
験
」
と
し
て
、
新
植
地

の
外
か
ら
の
ノ
ウ
サ
ギ
の
侵
入
を
防
ぐ
シ

カ
防
護
柵
と
兼
用
の
防
護
ネ
ッ
ト
の
開
発

や
安
価
な
市
販
ネ
ッ
ト
の
防
護
効
果
の
検

証
に
関
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

課
題
毎
に
各
委
員
に
取
り
組
み
の
報
告

を
行
い
、
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
意
見
は
、

　

〇
課
題
一

　

誘
因
餌
、
わ
な
の
設
置
場
所
の
選
定
方

法
や
、
誘
因
餌
と
わ
な
の
警
戒
心
の
関
係

に
つ
い
て
実
証
実
験
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

〇
課
題
二

　

試
験
目
的
に
対
す
る
試
験
結
果
を
出
す

必
要
が
あ
る
が
、
食
害
の
原
因
が
何
の
動

物
で
あ
る
の
か
を
特
定
す
る
こ
と
。
ノ
ウ

サ
ギ
は
草
本
層
を
嗜
好
す
る
こ
と
か
ら
、

林
床
植
生
の
多
寡
に
よ
る
造
林
木
の
食
害

の
関
係
に
つ
い
て
試
験
を
行
っ
て
み
た
ら

ど
う
か
。

　

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
意
見
を

踏
ま
え
、
よ
り
良
い
成
果
に
つ
な
が
る
よ

う
、
今
後
の
試
験
の
実
施
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

林
業
の
担
い
手
育
成
の
取
組

〈
局
技
術
普
及
課
〉

　

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
林
業
関
係
学

校
へ
の
講
師
派
遣
や
実
習
フ
ィ
ー
ル
ド
の

提
供
な
ど
、
林
業
の
担
い
手
育
成
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
10
日
に
は
、

高
知
県
立
高
知
農
業
高
等
学
校
森
林
総
合

科
の
２
年
生
17
名
を
対
象
に
、
入
庁
案
内

及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
森
林
調
査

の
方
法
等
に
つ
い
て
講
義
と
操
作
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

森林・林業に関する講義

ＯＷＬでスキャンの様子

行
っ
た
あ
と
、
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
森

林
の
現
状
と
林
業
の
抱
え
る
課
題
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
に
求
め
ら

れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
題
し
て
、
森
林

管
理
局
や
森
林
管
理
署
等
で
実
証
が
行
わ

れ
て
い
る
地
上
型
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ

（
Ｏ
Ｗ
Ｌ
）
を
活
用
し
た
森
林
調
査
と
大
型

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
苗
木
運
搬
な
ど
の
事
例

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
、
実
際
に
Ｏ
Ｗ
Ｌ
を
使
用
し

て
、
校
庭
の
植
木
の
調
査
を
行
い
、
実
習

室
で
調
査
デ
ー
タ
か
ら
、
３
Ｄ
画
像
の
作

成
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
様
々
な
角
度
か
ら

の
３
Ｄ
画
像
や
樹
木
の
形
状
分
析
画
面
を

紹
介
す
る
と
、
学
生
た
ち
は
興
味
深
そ
う

に
画
像
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
林
野
庁
と
森
林
管
理
局
の

組
織
と
業
務
内
容
、
特
に
国
有
林
の
現
場

第
一
線
で
活
躍
す
る
森
林
官
の
業
務
な
ど

に
つ
い
て
、
入
庁
案
内
を
兼
ね
た
説
明
を
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ドローンから撮影（人文字：木）

　

最
後
に
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
飛
行
に
あ
た
っ
て
遵
守
す
べ

き
法
定
事
項
や
操
作
の
注
意
事
項
を
説
明

し
た
後
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
操
作
を
体
験

し
ま
し
た
。
緊
張
し
な
が
ら
の
操
作
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ド
ロ
ー
ン
が
無
事
に
離

着
陸
す
る
度
に
拍
手
が
起
こ
る
な
ど
、
励

ま
し
合
い
な
が
ら
協
力
し
て
操
作
実
習
を

終
え
ま
し
た
。

　

高
知
農
業
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
今

後
も
安
芸
郡
馬
路
村
魚
梁
瀬
の
天
然
ス
ギ

林
で
の
森
林
環
境
教
育
、
治
山
事
業
と
林

道
事
業
の
工
事
現
場
の
見
学
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

当
局
で
は
、
将
来
の
森
林
・
林
業
を
担

う
人
材
の
育
成
に
引
き
続
き
協
力
し
て
い

き
ま
す
。

「
社
会
貢
献
の
森
」協
定
を
締
結

～
入
野
松
原
で
森
づ
く
り
活
動
～

〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉

　

四
万
十
森
林
管
理
署
は
、
一
般
社
団
法
人

四
国
林
業
土
木
協
会
「
し
こ
く
の
森
づ
く
り

に
参
加
す
る
会
」
山
下
政
司
代
表
と
の
間
で

「
社
会
貢
献
の
森
に
お
け
る
森
林
整
備
活
動

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

協定箇所遠景

　

協
定
箇
所
は
、
幡
多
郡
黒
潮
町
の
入
野

東
浜
林
・
西
浜
林
国
有
林
（
入
野
松
原
）

と
し
、
年
間
２
回
程
度
下
草
の
刈
払
い
や

看
板
整
備
な
ど
を
行
い
、
景
観
の
保
全
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
入
野
松
原
は
、

周
辺
を
塩
害
か
ら
守
る
防
風
保
安
林
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
黒
潮
町
民

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
が
自
然
散
策
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん
で
お
り
、

今
後
も
保
安
林
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し

つ
つ
、
林
内
散
策
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
森
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
箇
所
で
は
、
他
の
協
定
が
締
結
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
で
終
了
し
、

同
じ
く
同
会
の
他
の
協
定
も
昨
年
度
末
で

終
了
し
、
引
き
続
き
活
動
を
継
続
し
た
い

と
の
希
望
か
ら
、
箇
所
を
変
更
し
、
新
た

な
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
署
と
し
て
も
、
地
域
と
連
携
し
て
入

野
松
原
の
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
こ
の
活
動
へ
の
支

援
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
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鉈
等
の
研
ぎ
方
・
伐
採
等
研
修

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

山
で
作
業
を
す
る
我
々
に
と
っ
て
腰
鉈

は
山
を
歩
く
時
の
必
需
品
で
す
が
、
な
ま

く
ら
な
鉈
を
使
う
と
怪
我
の
元
と
な
り
重

大
災
害
に
繋
が
る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、

常
に
鉈
は
切
れ
る
状
態
に
研
い
で
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
鉈
や
鎌
等
の

刃
物
を
研
ぐ
技
術
を
持
つ
職
員
が
少
な
く

な
り
、
こ
の
技
術
を
伝
承
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
年
現
場
を
担
当

し
て
き
た
谷
脇
行
政
専
門
員
を
講
師
と
し

３
名
の
若
手
職
員
の
研
修
と
し
て
「
刃
物

の
研
ぎ
方
、
扱
い
方
研
修
」
を
６
月
20
日

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
祖
谷
川
第
一
・
第
二
治
山
事

業
所
で
、
砥
石
の
種
類
・
鉈
の
各
部
名
称
・

鉈
を
研
ぐ
方
法
、
ま
た
鋸
の
使
用
方
法
と

し
て
受
け
口
・
追
い
口
・
ツ
ル
の
資
料
を

配
付
説
明
し
、
そ
の
後
屋
外
で
、
鉈
・
鎌

の
研
磨
実
技
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

砥
石
を
選
ぶ
時
は
、「
充
分
な
長
さ
と

幅
が
あ
っ
て
ず
っ
し
り
と
重
量
感
が
あ
る

砥
石
」
を
選
ぶ
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
刃
に
熱
が

入
っ
て
し
ま
う
と
、
切
れ
味
が
落
ち
た
り
、

刃
先
が
も
ろ
く
な
っ
て
欠
け
や
す
く
な
っ

た
り
す
る
の
で
砥
石
か
ら
ブ
ク
ブ
ク
と
泡

が
出
な
く
な
る
ま
で
十
分
に
水
を
含
ま
せ

る
こ
と
が
重
要
と
説
明
し
、
荒
砥
石
・
中

砥
石
・
仕
上
げ
砥
石
別
に
鉈
を
研
磨
す
る

際
の
姿
勢
、
鉈
・
鎌
と
砥
石
の
角
度
に
注

意
し
な
が
ら
研
磨
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
小
島
国
有
林
に
て
自
分

達
で
研
い
だ
鎌
等
を
使
い
、
下
刈
・
除
伐
・

間
伐
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
よ

る
実
技
指
導
の
も
と
、
手
の
位
置
、
足
の

位
置
、
鎌
の
角
度
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら

鎌
の
使
い
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
く
の
間
伐
作
業
後
の
箇
所
で

伐
倒
木
の
根
株
を
見
な
が
ら
受
け
口
を
つ

く
る
、
追
い
口
を
つ
く
る
、
ツ
ル
を
残
す

必
要
性
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
っ
た
後
、

一
人
一
本
ず
つ
伐
倒
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

鎌
・
鋸
を
初
め
て
使
用
し
て
み
て
刃
と

下
草
・
除
伐
木
の
角
度
が
悪
く
上
手
く
刈

払
う
こ
と
が
難
し
か
っ
た
様
子
で
、
梅
雨

時
期
の
炎
天
下
で
の
作
業
の
大
変
さ
を
体

感
し
て
い
ま
し
た
。

　

鋸
・
鉈
で
受
け
口
を
作
る
た
め
に
、
鋸

鎌の研磨実習の様子

下刈り作業

造林木の伐倒

を
引
き
、
鉈
で
削
る
こ
と
に
四
苦
八
苦
し

て
い
ま
し
た
が
、
自
ら
伐
倒
方
向
を
定
め
、

立
木
と
立
木
の
間
に
伐
り
倒
せ
た
こ
と
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。

・
実
習
で
は
実
際
に
立
木
の
伐
倒
も
体
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
刃
物

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
初
め
て
刃
物
を
扱
っ
た
の
で
手
が
力
み
、

雑
木
を
刈
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

・
鉈
や
鎌
を
研
ぐ
と
き
に
砥
石
の
中
央
部

ば
か
り
使
う
傾
向
が
あ
る
の
で
、
砥
石
全

体
を
使
っ
て
研
ぐ
こ
と
を
意
識
し
た
い
。

・
実
際
に
刃
物
を
研
い
だ
り
、
雑
木
を
刈
っ

た
り
す
る
こ
と
で
現
場
の
作
業
の
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

　

実
際
体
験
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

仕
事
な
の
で
講
師
の
職
員
に
と
っ
て
も
大

変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

若
手
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
刃
物
を
正
し

く
研
磨
し
、
よ
く
切
れ
る
刃
物
を
安
全
に

使
い
労
働
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


